
CO2排出削減量

100万 t以上
2026年3月期（目標）

CONTRIBUTION TO A 
DECARBONIZED SOCIETY
脱炭素社会を共に創る
丸井グループは、2018年7月、事業活動で消費する電力を100%再生可能エネルギー
で調達することを目標に掲げる企業が参加する国際イニシアチブ「RE100」に加盟し
ました。今後は自社事業に限らず、さらにその輪を多くのステークホルダーに拡げ、皆
さまと共に脱炭素社会の実現をめざします。 

皆さまと共にCO2排出削減量100万ｔ以上をめざします

廃棄プラスチックを使用した日本初のクレジットカード
「みんな電力エポスカード」

　また、丸井グループは、自社で消費する電力だけではなく、
お客さまに再エネをご利用いただくことでCO2排出量を削減す
る取り組みも進めています。それが2020年9月にスタートした
「みんなで再エネ」プロジェクトです。丸井グループが発行する
エポスカード会員さまに対し、再エネ電力への切り替えが簡単
にお申し込みいただけるサービス「みんな電力エポスプラン」
を開始し、「みんな電力エポスカード」も発行しました。廃棄プ
ラスチックを使用した日本初のクレジットカードで、従来のカー
ドより1枚当たり9.8グラム*1のCO2排出量を削減。また、ご入
会時には応援金1,000円分が再エネ発電所に届き、発電所の
維持・開発に使われます。そして、2026年3月期にはエポスカー
ドの「みんな電力」利用者数を50万人以上を目標に、自社排
出分と合わせて100万 t以上のCO2排出量削減をめざします。
*1  カード製造会社の取引先からのデータをもとに自社で策定

2018年12月、丸井グループは（株）UPDATER（旧・みんな電力
（株））さまと資本業務提携契約を締結しました。（株）UPDATER

さまは、ブロックチェーン技術を活用することにより、世界で初め
て電力のトレーサビリティを商用化したエネルギー・ベンチャー
です。おもに再生可能エネルギー（再エネ）を家庭あるいは法人
向けに供給するサービス「みんな電力」を展開しています。
　そして、丸井グループは、（株）UPDATERさまをはじめとする再
エネ事業者さまとの共創により、全国のマルイ・モディ店舗など
への再エネの導入を進めています。2019年3月期は新宿マルイ 

本館1店舗のみでしたが、2021年3月期は、15店舗・5事業所で
導入し、再エネ比率52%を達成しました。2031年3月期には再
エネによる電力調達を100%にする予定です。
（株）UPDATER

 minden.co.jp/

「みんな電力エポスプラン」に切り替えたお客さまの声

原子力を使っていない 
電力会社を探している時に、 
エポスカードのアプリで 

知りました

再エネに興味を持ち、 
環境負荷を与えない電力を 
使用したいと思いました

簡単に切り替え 
手続きができるので 
申し込みました

環境に配慮している点と 
料金を検討して 
決めました

きっかけについて

自分の住む地球の環境が 
良くなるように少しでも 
力になりたいと思います

普段の生活の中でも 
環境を意識するように 

なりました

全国の再エネ発電所の 
方々に頑張ってほしい

子どものために 
環境のことを考えるように 

なりました

今思うこと

誰でも気軽に再エネ電力にシフトできるというメッセージを伝えていきたい
家庭から排出されるCO2の約半分は電力由来といわれています。個人が地球温暖化問題に一番貢献で
きるアクションが「自宅の電力を再エネ電力に変える」ことです。また、脱炭素社会実現には社会の大き
な変革が必要ですが、それは個人の意識変化なしには実現できないと考えています。「みんな電力エポ
スプラン」には、再エネ比率100%、大手電力会社より安い電気料金などの特徴があります。さらにエポ
スポイントも貯まるので、未来のためだけでなく使う人にもうれしい電力プランです。気軽に再エネ電力
にシフトできることを皆さまにお伝えすることで、アクションを起こすきっかけになればと思います。髙村 祐貴人

（株）丸井グループから 
 （株）UPDATERに出向中

VOICE

一般市民が皆でつくった “顔が見える”発電所

「みんな電力」と契約する再エネ発電所は現在600カ所*。そのうちの一つが神奈川県厚木市の
「あつぎ市民発電所」。約150名の厚木市民が出資してできた発電所で、落合農園の畑500m2

の上にソーラーパネルを設置し、年間3万3,300kWhを発電しています。それによるCO2排出削
減量は13.9ｔ。市民発電所の関係者は「再エネは使いたいと思っている人にこそ使ってほしい 
と思っています。だからトレーサビリティがしっかりしていて“顔が見える電力生産者”になれる
『みんな電力』と契約したのです」と語っています。

* 2021年7月現在

再生可能エネルギー100%達成のロードマップ
総電力使用量
20,011万kWh 

17,000万kWh 
15,734万kWh*2

再エネ使用率
0%

70%
100%

2017年3月期
（0店舗導入）

2020年3月期
（8店舗導入）

2021年3月期
（15店舗・ 

5事業所導入）

2026年3月期計画
（―）

2031年3月期計画
（全店舗導入）

■ 非再生可能エネルギー　■ 再生可能エネルギー

*2  2021年度3月期は、新型コロナウイルスの影響による店舗休業のため、総電力使用
量が計画を下回っています。

52%

23%

エポスNet
 www.eposcard.co.jp/eposnet/index.html

みんな電力エポスカード
 www.eposcard.co.jp/collabo/minden/index.html

「あつぎ市民発電所」の皆さま
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https://minden.co.jp/
https://www.eposcard.co.jp/eposnet/index.html
https://www.eposcard.co.jp/collabo/minden/index.html


サーキュラーなライフスタイルの 
選択肢の提供

お客さま数

100万人以上
2026年3月期（目標）

FOSTERING OF  
A CIRCULAR CULTURE
サーキュラーな文化を共に創る 

サステナビリティに対するモチベーションを当たり前のように持ち合わせている将来
世代、「サステナビリティ・ネイティブ」。これからは彼らの価値観が主流となっていき
ます。そのような新しい時代に求められるサーキュラーエコノミーとは?丸井グループ
の取り組みをご紹介します。

サーキュラーエコノミーの新たな試み

アイカサ
使い捨て傘ゼロをめざす日本初の本格的な傘のシェアリングサービス「アイカサ」を運営する（株）
Nature Innovation Groupさまと協業。傘を借り、雨が止んだ際には最寄りの傘スポットに返却
します。全国約850カ所で展開しており、累計登録ユーザーは20万人を超えています。

 www.i-kasa.com/

ツクルバ
中古・リノベーション住宅物件の紹介や売買仲介を行うプラットフォーム「cowcamo（カウカモ）」
を運営する（株）ツクルバさま。丸井グループとの協業で、リノベーション賃貸マンションのブラン
ドおよび事業の立ち上げを進めています。

 tsukuruba.com/

MARUI TOCLUS（マルイ トクラス）吉祥寺
「MARUI TOCLUS 吉祥寺」は、丸井吉祥寺店に隣接する旧邸宅をリノベーションしたシェアハウス。
「マルイと暮らす」をコンセプトに、一人暮らしへの不安や家計負担の悩みが大きい将来世代の皆さ
まに向け、サービスを提供しています。

 marui-toclus.com/

頭皮診断や香り体験などリアル店舗ならではのコンテン
ツも提供 （有楽町マルイ「MEDULLA」）

 medulla.co.jp/

写真 太田 拓実

採寸と生地サンプル展示に特化したショールーム型店舗 
（新宿マルイ 本館「FABRIC TOKYO」）

 fabric-tokyo.com/

「サステナビリティ・ネイティブ」がけん引するサーキュラーな文化

2024年には「サステナビリティ・ネイティブ」が生産年齢人口
の過半数を占める時代を迎えます。これまでの大量生産、大量
消費のビジネスモデルとは一線を画し、サステナブルな商品や
サービスを提供することが私たちの責務であると考えています。
　例えば、一人ひとりのお客さまに合わせてカスタマイズする
シャンプー「MEDULLA」を製造・販売する（株）Spartyさま。
あるいはビジネスウエアのカスタムオーダーサービスを展開
する（株）FABRIC TOKYOさま。共にD2C企業で、個性的で 

ダイバーシティに富んだビジネスを行っています。こうしたD2C

企業との協業では、丸井グループの持つ店舗は、パーソナライ
ズ化された体験価値を提供するリアルプラットフォームとして機
能します。これが「売らない店」を具現化した新たな店舗の形
の一つです。
　今後はこうしたD2C企業やスタートアップ企業との協業を軸
に、サーキュラーエコノミーやサステナブル消費の選択肢を提
供していきたいと考えています。

「サーキュラーなライフスタイル」を自然に体験していただけます

トクラス事業は、将来世代の一人暮らしのサポートを目的とした、新たな住まい事業です。2021年3月に
開業した第1号の物件が「MARUI TOCLUS 吉祥寺」です。ブリッジで丸井吉祥寺店とつながった“店舗
直結型シェアハウス”で、お店が生活の一部になる新しい暮らしをご提案しています。お取引先さまとの
共創の取り組みを通じて、「サーキュラーなライフスタイル」を自然に体験していただくことで、丸井グルー
プの想いに共感していただけるきっかけになればと思います。ご退去された後も深く長いお付き合いに
なり、生涯利益（LTV）の向上につながると考えています。

村松 渚
（株）マルイホームサービス 
トクラス事業部 事業企画課

VOICE

傘の使い捨てがない文化を将来世代と共に創っていきたい

2021年6月から日本全国の22歳以下の若者に向けて「アイカサ」の「U22応援プラン」を始動しました。
これは将来世代のライフスタイルを応援したいという丸井グループと（株）Nature Innovation Groupの
丸川社長の強い想いが合致して生まれたプランです。SNSで「自分のキャンパスにもあった。もう帰りに
コンビニで傘買わなくてもいい♪」「突然の雨でも濡れなくてすんだ !ありがとうアイカサ&エポス」といっ
た発信を見るとうれしくなります。ビジネスを通じた社会課題の解決に向けて、まずは傘の使い捨てがな
い文化を将来世代と共に創っていきます。

和田 恭子
（株）エポスカード 
共創推進部 共創推進課

VOICE
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https://tsukuruba.com/
https://marui-toclus.com/
https://medulla.co.jp/
https://fabric-tokyo.com/



